
19521 6、10 報
 

時
 

館
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

の
 

一
 

第五巻 第7七号 

発 行 所 方 城 村 公 民 館 
編集発所人 荒 木 良 和 

印 刷 所 有限会社 日講印刷 

小竹町q日西尾印刷有限会社） 

農

村

文

化

と

生

活

改

善

 

副

館

長

 

高
 

筆
者
は
先
頃
、
福
岡
市
、
長
崎
市
及
熊
本
市
 

を
旅
行
す
る
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
田
来
 

た
。
之
等
の
戦
災
都
市
の
著
い
し
復
興
振
 

り
に
眼
を
見
張
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
 

に
も
増
し
て
旅
行
者
の
多
い
こ
と
に
一
驚
 

し
た
。
次
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
旅
行
者
 

の
服
装
や
態
度
や
其
の
行
動
が
非
常
に
よ
 

く
な
っ
て
来
た
こ
と
だ
。
日
本
の
文
化
は
 

都
市
文
化
だ
と
言
わ
れ
る
の
も
故
な
し
の
 

感
が
し
た
。
新
し
い
事
を
好
ま
な
い
農
村
 

人
に
は
農
村
文
化
の
問
題
が
、
ま
だ
ノ
、
 

他
所
事
の
如
く
縁
遠
い
こ
と
に
考
え
ら
れ
 

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
て
な
ら
ぬ
。
 

人
間
は
、
物
が
腹
一
杯
食
べ
ら
れ
る
生
活
 

が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
 

い
で
は
な
い
か
と
、
云
う
こ
と
で
満
足
が
 

田
来
れ
ば
、
そ
れ
は
余
り
に
も
哀
れ
な
低
 

級
な
現
代
ば
な
れ
の
し
た
考
え
方
だ
と
云
 

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

生
活
時
間
の
設
計
を
し
て
無
駄
を
省
き
、
 

仕
事
の
能
率
を
高
め
て
時
間
を
稼
ぎ
、
生
 

産
技
術
の
向
上
で
収
入
の
堵
加
を
図
り
、
 

之
に
依
っ
て
衣
食
住
の
生
活
の
改
善
は
勿
 

論
、
自
己
の
研
讃
や
修
養
に
依
り
、
教
養
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津
 

久
 

雄
 

の
向
上
に
努
め
た
り
、
子
供
を
し
て
大
学
 

教
育
を
修
め
し
め
る
こ
と
を
以
て
楽
と
し
 

た
り
、
 

一
家
の
団
築
や
家
族
旅
行
に
人
間
 

の
生
き
甲
斐
を
感
ず
る
生
活
が
、
農
村
人
 

に
も
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
 

？
、
知
識
の
収
穫
よ
り
も
、
教
養
を
目
的
 

と
す
る
会
合
に
出
席
す
る
こ
と
よ
り
も
、
 

一
日
の
野
良
仕
事
を
よ
り
大
切
に
考
え
る
 

所
に
農
村
の
進
歩
を
阻
ま
む
原
因
が
あ
る
 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
農
村
に
何
故
文
化
 

の
取
入
れ
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
生
活
を
 

改
善
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
 

米
国
の
農
家
は
日
本
の
農
家
の
一
〇
倍
も
 

五
〇
倍
も
の
広
大
な
耕
地
や
家
畜
を
持
っ
 

て
い
て
も
、
家
族
だ
け
で
立
派
に
仕
事
を
 

片
付
け
て
、
日
曜
日
に
は
休
む
余
裕
さ
え
 

も
っ
と
云
う
の
に
引
代
え
、
日
本
の
農
家
 

は
ど
う
か
、
僅
か
一
町
足
ら
ず
の
耕
地
の
 

為
に
追
い
使
わ
れ
て
寸
暇
も
な
く
、
貧
乏
 

世
帯
に
終
始
し
て
い
る
現
状
で
は
な
い
か
 

そ
れ
は
考
え
方
が
根
本
的
に
違
う
か
ら
だ
 

と
云
う
の
外
は
な
い
の
だ
。
米
国
の
農
家
 

は
体
力
が
第
一
の
査
産
だ
と
考
え
て
い
る
 

従
っ
て
平
素
に
於
て
充
分
の
栄
養
を
執
り
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衛
生
に
力
め
、
立
派
な
体
格
で
三
人
前
の
 

仕
事
を
し
、
時
間
を
大
切
に
し
て
頭
を
使
 

い
、
仕
事
の
能
率
を
高
め
る
こ
と
に
心
掛
 

け
、
又
畜
力
や
機
械
を
利
用
し
設
備
を
整
 

え
て
仕
事
が
沢
山
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
 

る
と
謂
う
。
日
本
の
農
家
が
、
ま
ず
い
も
 

の
を
食
べ
、
悪
い
体
格
で
機
械
も
畜
力
も
 

余
り
使
は
ず
に
苦
労
し
て
、
仕
事
の
能
率
 

を
挙
げ
る
工
夫
も
せ
ず
、
時
間
を
無
駄
に
 

し
て
、
き
ま
り
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
 

る
現
状
を
目
撃
す
る
と
き
、
誰
れ
で
も
が
 

考
え
る
こ
と
だ
と
思
う
が
、
此
の
状
態
を
 

改
善
し
て
行
か
ぬ
限
り
悲
惨
な
る
溜
息
の
 

連
続
す
る
生
活
は
あ
っ
て
も
、
明
い
幸
福
 

な
生
活
は
望
み
得
ま
い
と
 

農
村
文
化
も
よ
か
ろ
う
、
生
活
改
善
も
や
 

る
可
し
だ
、
然
し
先
立
つ
も
の
は
金
で
は
 

な
い
か
、
現
在
の
様
に
農
産
物
の
価
格
が
 

安
く
て
は
何
ん
と
も
為
す
術
が
な
い
で
は
 

な
い
か
、
と
の
意
見
も
出
よ
う
が
、
政
府
 

当
局
の
多
大
の
期
待
と
地
主
層
の
骨
を
け
 

ず
る
悲
惨
な
る
犠
牲
と
に
於
て
断
行
さ
れ
 

た
、
農
地
の
開
放
問
題
は
ど
う
か
？
実
施
 

後
四
、
五
年
を
経
過
し
、
そ
ろ
ノ
、
自
作
 

農
と
し
て
の
実
績
が
期
待
さ
れ
よ
う
か
と
 

す
る
今
日
此
頃
、
折
角
手
に
入
れ
た
土
地
 

を
ぼ
つ
，
く
、
売
に
出
す
も
の
が
田
て
来
た
 

と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
之
は
ー
つ
の
例
に
 

過
ぎ
な
い
が
、
真
に
農
村
復
興
の
為
に
、
 

或
は
農
民
の
為
を
考
え
て
精
魂
を
打
ち
込
 

ん
で
此
の
仕
事
の
完
遂
に
努
力
し
た
人
が
 

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
此
の
一
事
に
直
面
し
 

た
せ
つ
な
、
必
ず
や
切
歯
し
て
農
民
の
不
 

甲
斐
な
さ
に
、
湧
泥
た
る
悲
憤
の
涙
に
む
 

せ
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
生
活
は
自
 

分
の
責
任
に
於
て
篤
と
考
え
る
べ
き
も
の
 

で
あ
る
。
 

舞
 靭
幻
n
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道
路
政
策
の
一
考
察
に
つ
い
て
 

道
路
の
本
質
 

道
路
は
文
化
の
尺
度
で
あ
る
。
と
い
わ
れ
 

て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
始
的
道
路
か
ら
、
 

近
代
の
進
渉
し
た
道
路
に
至
る
ま
で
の
構
 

造
上
の
各
段
階
と
道
路
普
及
の
程
度
如
何
 

を
標
準
と
し
た
場
合
の
概
念
に
す
ぎ
な
い
 

と
思
う
。
即
ち
人
間
社
会
の
進
歩
発
達
に
 

つ
れ
て
道
路
の
本
質
に
も
変
化
が
あ
っ
た
 

の
は
当
然
で
あ
る
。
道
路
が
個
人
の
通
路
 

に
す
ぎ
な
い
時
代
に
は
、
危
険
な
く
近
い
 

道
が
出
来
た
ら
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
、
 

極
め
て
原
始
的
で
自
然
発
生
的
と
も
見
る
 

べ
き
道
路
で
事
は
足
り
た
の
で
あ
る
。
古
 

代
、
上
代
に
あ
っ
て
は
、
街
道
に
し
て
も
 

駅
制
に
し
て
も
、
当
年
の
官
吏
が
中
央
政
 

の
所
在
地
と
そ
の
勢
力
範
囲
で
あ
っ
た
地
 

方
と
を
往
復
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
 

当
時
の
道
路
と
し
て
は
、
こ
の
目
的
に
そ
 

え
ば
事
は
足
り
、
安
全
で
且
つ
近
か
け
れ
 

ば
、
そ
れ
で
良
い
筈
で
あ
っ
た
。
 

我
が
国
に
於
て
は
、
中
世
よ
り
道
路
が
発
 

達
し
て
来
た
。
徳
川
時
代
に
は
道
路
も
相
 

当
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
質
は
 悪

 

道
 

生
 

軍
に
軍
事
上
の
要
求
を
み
た
し
た
の
み
で
 

あ
る
。
更
に
家
康
は
百
個
条
を
し
い
た
そ
 

の
中
に
、
天
下
の
道
路
は
自
他
共
に
そ
の
 

幅
員
は
、
大
海
道
六
間
、
小
海
道
三
間、 

横
道
馬
道
二
間
、
歩
道
一
間
、
作
道
三
尺
 

等
と
規
定
し
て
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
 

そ
し
て
道
路
政
策
は
一
段
と
続
一
酌
傾
向
 

を
お
び
て
来
た
。
 

項
首
の
道
路
の
本
質
と
い
う
言
葉
が
、
も
 

し
道
路
工
法
上
か
ら
見
た
も
の
と
誤
解
さ
 

れ
る
様
で
あ
れ
ば
、
道
路
施
設
と
し
て
も
 

よ
い
。
た
と
え
て
云
え
ば
、
こ
、
で
い
う
 

道
路
の
本
質
と
は
相
は
な
れ
た
部
落
と
部
 

落
と
を
結
ぶ
道
路
の
持
つ
性
格
で
あ
る
。
 

現
代
道
路
の
こ
の
意
味
に
於
け
る
本
質
は
 

相
当
複
雑
で
あ
る
。
 

現
在
及
び
将
来
の
た
め
の
道
路
と
し
て
、
 

適
切
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
 
唯
単
に
 

政
治
、
経
済
と
い
う
分
派
目
的
だ
け
で
な
 

く
、
地
方
計
画
、
都
市
計
画
と
関
連
し
て
 

有
機
的
連
絡
を
保
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
 

道
路
の
本
質
が
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
 

る。 
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青
年
学
級
開
設
 

五
月
六
日
青
年
学
級
の
開
設
式
を
公
民
館
 

講
堂
で
多
数
来
賓
の
臨
席
を
得
て
廃
大
に
 

挙
行
し
引
続
き
一
時
間
に
亘
り
民
主
々
義
 

に
就
い
て
副
館
長
高
津
久
雄
氏
の
記
念
特
 

別
講
演
が
あ
っ
て
後
、
講
師
と
生
徒
の
座
 

談
会
に
移
り
今
時
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
 

の
変
換
を
行
い
毎
週
一
回
水
曜
日
に
六
乃
 

至
七
時
間
開
す
設
る
。
因
に
一
般
希
望
者
 

に
も
聴
講
を
許
す
こ
と
、
し
た
。
 

血
W
7
ー
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、
ー
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ー
 

一

 

け
 

「
西
謝
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「

 

辰
年
際
り
催
し
 

本
年
成
年
に
達
す
る
若
人
達
三
二
一
名
の
 

自
覚
を
促
し
前
途
を
祝
福
す
る
独
立
後
初
 

の
「
成
年
祭
」
が
公
民
館
主
催
青
年
団
と
 

婦
人
会
後
援
の
も
と
に
盛
大
に
多
彩
な
行
 

事
が
催
れ
る
。
 

既
に
十
一
日
成
年
者
の
健
康
診
断
を
終
り
 

二
十
五
日
に
方
城
中
学
講
堂
で
午
前
九
時
 

か
ら
式
典
を
始
め
青
年
部
の
生
花
展
と
写
 

真
展
覧
会
。
青
年
と
婦
人
向
の
記
念
講
演
 

会
「
長
崎
の
鐘
」
 
「
晩
春
」
 
の
二
本
建
で
 

母
子
な
ご
や
か
な
映
画
鑑
賞
会
を
催
す
こ
 

と
に
な
っ
た
。
 

i 

一、、 

久
六
分
館
 
兼
ね
て
計
画
中
の
分
館
新
 

築
工
事
は
其
の
大
牛
を
成
就
し
堂
々
 

三
十
坪
の
威
観
を
示
し
目
下
最
後
の
 

仕
上
に
館
員
一
致
の
努
力
が
結
集
さ
 

れ
将
来
郷
土
発
展
に
寄
与
す
る
事
が
 

嘱
望
さ
れ
る
。
 

後
谷
分
館
 
五
月
十
一
日
「
映
画
鑑
賞
 

の
タ
」
を
催
し
、
老
若
男
女
一
堂
に
 

会
し
和
気
蕩
々
裡
に
明
日
の
英
気
を
 

養
い
散
会
し
た
。
 

上
燐
城
分
館
 
分
館
活
動
の
発
展
に
随
 

っ
て
従
来
の
建
物
に
あ
き
た
ら
ず
、
 

改
築
の
議
が
纏
り
、
過
る
三
月
堂
々
 

四
十
余
坪
の
新
館
が
竣
工
し
記
念
講
 

演
に
水
網
村
公
民
館
主
事
林
先
生
の
 

組
蓄
を
傾
け
て
の
大
獅
子
呪
に
一
同
 

一
 

分

館

便

り

 

感
銘
し
、
此
の
機
会
に
期
せ
ず
し
て
 

意
見
の
一
致
を
見
た
の
で
、
分
館
機
 

構
の
改
革
と
、
旧
来
の
封
建
的
慣
習
 

を
打
破
し
執
行
、
議
決
、
監
査
、
の
 

三
機
関
を
確
立
し
、
運
営
審
議
委
員
 

会
を
構
成
し
て
世
論
の
反
映
に
依
っ
 

て
運
営
の
円
滑
を
期
す
る
こ
と
な
り
 

四
月
新
年
度
か
ら
活
漫
な
運
営
 

に
着
々
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
 

迫
分
館
 

毎
月
少
年
団
活
動
の
一
還
と
し
て
、
 

子
供
の
会
合
を
開
き
実
績
を
挙
げ
、
 

婦
人
部
で
は
生
花
講
習
会
等
を
開
き
 

活
漫
な
利
用
が
目
立
つ
。
 

納
税
ポ
ス
タ
ー
 

入
 

選
 

者
 

納
税
強
調
月
間
の
行
事
の
ー
つ
と
し
て
、
 

小
学
校
及
中
学
校
の
見
童
、
生
徒
か
ら
作
 

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
優
秀
な
 

作
品
が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し
て
先
生
方
も
 

入
選
作
の
選
定
に
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
 

げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
厳
選
の
結
果
次
 

ぎ
の
方
々
が
夫
々
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

方
城
中
学
校
 

天
賞
 

一
年
 

三
浦
 

君
枝
 

ク
 

二
年
 

大
久
保
幸
一
 

ク
 

三
年
 

久
保
田
ヒ
ロ
子
 

地
賞
 

一
年
 

栗
原
万
寸
美
 

ク
 

ク
 

白
石
イ
ク
子
 

一一年 

秋
野
 

鈴
子
 

ク
 

溝
ロ
ョ
リ
子
 

二
年
 

日
野
 

哲
彦
 

三
年
 
松
井
 
政
彦
 

人
賞
 

一
年
 

藤
田
ヒ
ロ
子
 

ク
 

奥
 

マ
サ
ェ
 

二
年
 

藤
山
ナ
ホ
子
 

ク
 

藤
田
ト
モ
子
 

ク
 

財
部
、
・
 

広
 

「

 

・
 

ガ
 

三
年
 

ガ
 

弁
城
小
学
校
 

天
賞
 

」ハ年 

地
賞
 

五
年
 

ガ
 

四
年
 

人
賞
 

」ハ年 

ク
 

五
年
 

ク
 

四
年
 

堀
江
 
克
美
 

溝
口
 

照
見
 

道
祖
 

弘
 

香
月
 
武
夫
 

香
月
 

喬
 

白
石
マ
キ
子
 

岡
田
セ
イ
子
 

香
月
ジ
ゲ
子
 

光
井
 
正
弘
 

久
富
二
三
夫
 

玉
江
セ
ッ
子
 

加
来
 
真
次
 

三
年
 

永
末
 
順
子
 

伊
方
小
学
校
 

天
賞
 

二
年
 

松
田
 
洋
子
 

111
年
 

江
口
 

寿
昭
 

四
年
 
山
下
 

信
治
 

六
年
 

桑
野
 

久
香
 

地
賞
 

二
年
 

青
柳
 
喬
彦
 

ク
 

桑
野
 

勝
之
 

三
年
 

久
保
田
俊
彦
 

ク
 

樋
渡
 
英
樹
 

四
年
 

中
神
 
照
子
 

ガ
 

尾
無
 
建一一 

五
年
 

藤
田
香
代
子
 

六
年
 

桑
野
 

俊
子
 

ク
 

藤
田
 
和
子
 

人
賞
 

二
年
 

今
水
 
浩
行
 

ク
 

滝
 

正
之
 

三
年
 
長
川
 
敦
子
 

ク
 

分
寺
 
睦
子
 

ガ
 

平
島
 
勝
子
 

四
年
 

林
 

洋
一
 

ガ
 

永
江
 
正
子
 

六
年
 

高
野
 

茂
 

ク
 

荒
井
 
純
子
 

ガ
 

溝
口
 

血（子 

ク
 

藤
島
 
豊
子
 

最
后
に
各
学
校
の
先
生
方
や
生
徒
の
方
々
 

へ
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
別
記
納
税
標
語
も
、
ポ
ス
タ
1

の
中
か
 

ら
原
文
の
ま
、
掲
載
し
ま
し
た
。
 

此
れ
を
機
会
に
税
金
に
対
す
る
認
識
を
新
 

た
に
し
、
納
税
に
協
力
方
併
せ
て
お
願
い
 

致
し
ま
す
。
 

（
財
務
課
）
 

農
繁
期
と
衛
生
 

議
の
手
も
か
り
た
い
農
繁
期
が
追
っ
て
来
 

た
、
多
忙
の
と
き
に
何
よ
り
も
大
切
な
事
 

は
疲
れ
を
出
来
る
だ
け
早
く
治
す
こ
と
で
 

あ
る
。
疲
労
が
た
ま
る
と
、
い
ろ
ノ
、
、
な
 

病
気
が
超
り
や
す
い
c
 

⑥
第
一
に
は
風
呂
に
入
る
事
 

農
繁
期
の
疲
れ
を
一
日
一
日
に
快
復
し
て
 

行
く
に
は
、
毎
日
風
呂
に
入
る
事
が
一
番
 

よ
い
。
 
田
植
の
時
は
手
首
と
腰
が
特
に
過
 

労
と
な
る
。
入
浴
の
時
手
首
や
腰
を
、
よ
 

く
も
ん
で
血
の
め
ぐ
り
を
良
く
し
て
や
る
 

こ
と
で
あ
る
。
 

⑥
第
二
に
は
ぐ
つ
す
リ
眠
る
事
 

農
繁
期
に
は
無
駄
な
時
間
を
省
い
て
充
分
 

な
睡
眠
時
間
を
執
り
、
よ
く
眠
る
こ
と
で
 

あ
る
。
過
労
に
対
し
て
は
、
睡
眠
の
不
足
 

が
一
番
毒
で
あ
る
。
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
 

で
大
低
の
場
合
疲
労
は
、
け
し
飛
ん
で
終
 

う
も
の
で
あ
る
。
 

⑨
第
三
に
は
策
養
を
充
分
に
執
る
こ
と
 

此
の
期
間
の
食
生
活
は
男
女
同
様
と
し
て
 

魚
や
卵
を
出
来
る
だ
け
多
く
と
る
こ
と
で
 

あ
る
。
魚
は
千
物
で
も
よ
い
か
ら
動
物
質
 

の
も
の
を
多
く
食
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
ビ
 

タ
ミ
ン
B
l

の
豊
冨
な
豆
類
を
た
く
さ
ん
 

と
る
と
よ
い
c

毎
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
 

身
体
が
だ
る
く
疲
れ
や
す
く
な
る
人
が
少
 

く
な
い
が
、
此
等
の
人
は
ビ
タ
ミ
ン
B
1
 

が
足
り
な
い
事
に
原
因
す
る
場
合
が
多
い
 

キ
ナ
コ
を
飯
に
振
り
か
け
て
食
う
事
、
ビ
 

タ
ミ
ン
B
I

の
内
服
薬
を
飲
む
こ
と
も
よ
 

い
手
当
で
あ
ろ
う
。
 

（
高
津
生
）
 

納

税

標

語

 

完
納
で
築
け
平
和
な
日
本
を
 

伊
方
校
六
年
 
高
野
 

茂
 

納
税
の
務
め
果
し
て
平
和
な
凪
 

会
 

伊
方
校
六
年
 
今
仁
敏
之
 

み

ん

な

納

め

て

明

か

る

い

村

 

伊
方
校
五
年
 
鈴
木
 
清
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方
 ⑧

 

何
は
さ
て
お
き
先
ず
住
民
登
録
を
 

七

月

一

日

住

民

登

録

責

施

 

住

民

登

録

係

 （
戸
籍
係
）
 

国
民
各
人
の
日
常
生
活
の
利
便
を
は
か
り
 

あ
わ
せ
て
市
町
村
、
国
の
行
政
事
務
の
適
 

正
で
簡
易
な
処
理
に
資
す
る
た
め
、
愈
々
 

来
る
七
月
一
日
午
前
零
時
現
在
の
事
実
に
 

基
い
て
住
民
登
録
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
寄
留
法
に
 

か
は
る
制
度
で
あ
り
ま
し
て
、
七
月
一
日
 

に
当
方
城
村
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
 
一 

人
残
ら
ず
、
こ
の
登
録
届
出
を
し
な
く
て
 

は
な
り
ま
せ
ん
。
 

届
出
の
方
法
は
左
記
の
事
項
を
、
そ
の
世
 

帯
主
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
配
布
さ
れ
る
用
 

紙
に
記
載
し
て
届
田
る
こ
と
に
な
っ
て
居
 

ま
す
。
こ
の
登
録
届
出
に
基
き
役
場
で
皆
 

さ
ん
の
各
世
帯
軍
位
の
住
民
票
を
作
製
し
 

住
民
の
居
住
関
係
を
公
証
す
る
公
簿
と
し
 

て
備
え
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
居
ま
す
。
 

住
民
登
録
制
度
に
は
、
ど
ん
な
利
便
が
あ
 

る
か
。
 

然
ら
ば
、
こ
の
住
民
登
録
制
度
は
皆
さ
ん
 

に
、
ど
ん
な
利
便
が
あ
る
か
と
申
し
ま
す
 

と
、
こ
の
登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

入
学
、
就
職
、
家
族
手
当
請
求
に
必
要
な
 

扶
養
家
族
証
明
、
印
鑑
等
の
場
合
、
従
来
 

遠
く
の
本
籍
地
役
場
か
ら
戸
籍
抄
本
を
と
 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
今
後
 

は
方
城
村
役
場
で
住
民
票
の
謄
抄
本
を
と
 

っ
て
、
そ
れ
を
出
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
従
っ
て
郵
便
料
そ
の
他
の
経
費
が
 

た
す
か
り
、
且
つ
必
要
な
と
き
は
、
す
ぐ
 

そ
の
日
に
当
村
役
場
で
と
る
こ
と
が
出
来
 

る
の
で
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

選
撃
人
名
簿
、
主
食
の
配
給
と
登
録
開
係
 

住
民
登
録
制
度
は
皆
さ
ん
に
右
の
よ
う
な
 

利
便
が
あ
る
だ
け
で
な
く
市
町
村
役
場
で
 

選
挙
人
名
簿
、
学
駿
簿
、
予
防
接
種
台
帳
 

住
民
税
台
帳
等
の
調
整
、
主
食
の
配
給
、
 

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実
施
、
各
種
 

続
計
資
料
の
作
製
、
住
民
の
居
住
に
関
す
 

る
基
礎
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
皆
さ
ん
が
居
田
を
怠
り
住
民
票
に
の
 

っ
て
居
な
い
場
合
は
、
主
食
の
配
給
を
停
 

止
さ
れ
た
り
、
又
は
選
挙
人
名
簿
に
載
せ
 

ら
れ
な
か
っ
た
り
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
 

な
い
こ
と
に
な
り
結
局
方
城
村
に
住
ん
で
 

居
り
な
が
ら
住
民
と
し
て
の
恩
典
に
浴
さ
 

な
い
こ
と
に
な
り
又
本
人
よ
り
も
、
そ
の
 

権
利
を
強
く
主
帳
田
来
な
い
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

佳
居
世
帯
主
等
に
婆
更
が
あ
つ
た
場
合
は
 

は
ク
 

筒
最
初
の
住
民
登
録
後
皆
さ
ん
の
住
所
を
 

変
更
し
た
り
、
又
世
帯
主
を
変
更
し
た
等
 

の
場
合
は
必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
ま
す
。
 

怠
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
之
等
の
く
わ
 

し
い
こ
と
は
住
民
登
録
の
際
、
調
査
員
に
 

よ
く
聞
い
て
心
得
て
を
い
て
下
さ
い
。
 

住
民
登
録
と
調
査
員
 

七
月
一
日
の
最
初
の
登
録
実
施
の
際
は
各
 

地
区
毎
に
調
査
員
を
依
嘱
し
て
、
そ
の
指
 

導
に
基
き
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
得
ま
し
 

て
届
出
の
適
正
、
確
実
を
は
か
る
こ
と
に
 

な
っ
て
居
ま
す
の
で
、
お
わ
か
り
に
な
ら
 

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
任
地
区
 

調
査
員
に
よ
く
聞
い
て
届
出
る
よ
う
に
し
 

て
下
さ
い
。
 

佳
民
登
録
と
其
他
の
心
得
 

一
、
展
出
は
七
月
一
日
よ
り
五
日
ま
で
五
 

日
間
。
二
、
用
紙
を
事
前
に
配
布
し
ま
す
 

の
で
世
帯
軍
位
に
。
m
氏
名
。
②
生
年
月
 

日
。
⑧
男
女
の
別
。
④
世
帯
主
に
つ
い
て
 

は
、
そ
の
旨
、
世
帯
主
で
な
い
者
に
つ
い
 

て
は
世
帯
主
と
の
続
柄
。
⑤
戸
籍
の
表
示
 

⑧
住
所
。
⑦
住
所
を
定
め
た
年
月
日
等
を
 

記
載
し
て
下
さ
い
。
 

三
、
家
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
 

住
民
登
録
制
度
を
中
心
と
し
た
市
町
村
石
政
事
務
図
表
 

\
 

、
寄
単
事
】
 

一

 

一
／
世
帯
台
筆
 ノ

 ノ
 

粉
 
／ 「

ユ
 

務
、
 

、
 

/
I
 

、
＼
 

I
ー
1
1
・、 

11 級 

＝二一二× 
~II共恥業安定所~ 、、 
Lーーーーーーーート～、 

番
号
が
正
確
に
わ
か
ら
な
い
方
は
、
早
急
 

に
本
籍
地
役
場
よ
り
「
戸
籍
記
載
証
明
」
 

を
取
寄
せ
て
登
録
記
載
の
と
き
間
違
の
な
 

い
よ
う
準
備
し
て
を
い
て
下
さ
い
。
 

殊
に
本
籍
地
の
地
番
、
現
在
の
戸
籍
の
筆
 

頭
者
（
戸
主
）
等
が
不
明
の
方
が
多
数
と
 

思
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
方
城
村
に
本
 

一一 1 、、 
i . ~太霧の-O iE / I ＼ ト年令の証明1 ！ 、 

ド～ J ノ」。I にそ蚤-'H ! にきー一 「郵議轟「1、 
'Di価にJ己止り月I I I 氏墨派辰の証明 L 旦ー i国 月‘ ~、 

11 土一1一 I  ーー一  可

~ 住所の証明 ~ 

察
 

警 

「1胃二家k名陰 
I の 整 備

陰
備
 

籍
の
な
い
方
は
右
の
記
載
証
明
を
必
ず
と
 

っ
て
を
い
て
下
さ
い
。
 

※
注
廿
戸
籍
記
載
証
明
は
一
通
参
拾
円
で
 

す
か
ら
返
迭
料
と
も
四
拾
円
（
切
手
）
を
 

封
書
に
同
封
の
上
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

四
、
従
来
の
寄
留
法
は
七
月
一
日
よ
り
廃
 

止
に
な
り
ま
す
。
 

村
人
泣
か
ゼ
 

の
 
道

路

 

最
近
の
道
路
の
悪
い
事
は
ど
う
だ
ろ
う
o
 

原
因
は
種
々
あ
る
と
思
う
が
、
敗
戦
後
急
 

に
出
来
た
小
型
炭
坑
の
石
炭
輸
送
用
ト
ラ
 

h
ク
の
影
響
が
そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
 

う
。
そ
れ
に
相
挨
っ
て
方
城
村
丙
の
道
路
 

自
体
が
こ
れ
ら
ト
ラ
r

ク
に
は
遭
路
と
し
 

て
の
条
件
が
適
し
て
い
な
い
点
も
指
摘
さ
 

れ
よ
う
。
 

何
と
か
な
ら
ぬ
も
の
か
？
 

結
極
一
番
迷
惑
を
蒙
る
の
は
我
々
村
民
で
 

朝
タ
利
用
す
る
道
路
が
こ
ん
な
状
態
で
は
 

通
る
度
に
ふ
ん
ま
ん
の
や
り
場
が
な
い
怒
 

り
に
燃
え
る
。
 

甚
だ
し
い
所
で
は
雨
の
降
っ
た
後
数
日
聞
 

は
田
植
で
も
出
来
そ
う
な
所
も
見
受
け
ら
 

れ
る
。
 

聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
村
の
道
路
維
持
費
と
 

し
て
昭
和
二
十
七
年
度
予
算
が
三
十
五
万
 

円
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
天
上
か
ら
目
薬
程
 

の
予
算
し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
れ
で
 

は
ト
ー
フ
ッ
ク
の
変
通
に
よ
る
道
路
の
荒
廃
 

を
修
理
す
る
事
は
望
め
な
い
。
 

私
は
道
路
に
つ
い
て
法
的
に
は
伺
も
知
ら
 

な
い
が
、
結
極
最
も
利
益
を
受
け
て
い
る
 

炭
坑
当
局
者
に
修
繕
し
て
貰
う
よ
り
外
に
 

万
法
が
な
い
し
、
道
徳
的
に
も
当
然
炭
坑
 

自
体
が
修
繕
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

石
炭
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
の
変
通
す
る
地
域
 

の
道
路
が
最
も
い
た
ん
で
い
る
様
に
見
受
 

け
る
の
は
私
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。
 

勿
論
炭
坑
当
局
者
が
修
繕
し
て
い
る
の
を
 

時
々
見
受
け
る
し
、
前
よ
り
も
相
当
完
備
 

さ
れ
た
道
路
も
な
い
で
は
な
い
が
、
 
一
部
 

に
於
て
は
其
の
修
繕
は
単
に
ト
ラ
ッ
ク
が
 

通
れ
る
様
に
す
る
程
度
の
修
繕
で
あ
り
一
 

般
村
民
に
対
す
る
奉
仕
的
な
点
は
残
念
乍
 

ら
見
受
け
ら
れ
な
い
所
が
あ
る
様
た
。
五
 

月
雨
期
を
目
前
に
ひ
か
え
て
村
当
局
、
炭
 

坑
 、
並
に
一
般
村
民
協
力
し
て
早
急
に
重
 

点
的
道
路
補
修
を
し
て
載
く
事
を
提
唱
す
 

る。 

（
】
村
民
）
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一
、
稲
 

田
植
 

◇
田
植
の
時
期
廿
山
聞
部
で
は
晩
生
種
を
 

早
蒔
き
早
植
を
し
、
成
熟
を
早
や
め
て
増
 

収
を
図
る
た
め
に
は
、
裏
作
の
ゆ
る
す
限
 

り
早
植
と
す
る
。
 

一
般
で
は
山
間
部
六
月
上
旬
ー
中
旬
・
中
 

聞
・
平
坦
部
六
月
中
旬
ー
七
月
初
旬
 

◇
栽
植
様
式
訂
地
力
の
高
い
土
壊
や
多
肥
 

栽
培
で
は
、
正
方
形
植
が
よ
く
、
地
力
の
 

低
い
秋
落
す
る
田
で
は
並
木
植
（
基
準
山
 

間
部
一
尺
×
四
寸
・
中
間
部
・
一
尺
×
五
 

寸
・
平
坦
部
一
尺
×
六
寸
）
と
す
る
。
 

◇
施
肥
廿
水
稲
の
元
肥
は
次
を
基
準
と
し
 

て
施
す
c
 

イ
、
堆
肥
廿
土
地
改
良
上
最
も
必
要
な
も
 

の
で
あ
る
か
ら
増
施
に
努
め
、
反
当
二
〇
 

〇
貫
以
上
を
目
標
と
す
る
。
未
熟
堆
肥
や
 

青
草
類
を
鋤
き
込
む
と
、
土
壌
中
で
メ
タ
 

ン
ガ
ス
を
発
散
し
て
稲
の
根
の
生
育
を
害
 

し
、
根
腐
を
起
さ
し
め
る
の
で
、
よ
く
腐
 

熟
さ
せ
て
か
ら
施
す
。
 

ロ
、
石
灰
窒
素
 11 
反
当
六
貫
丙
外
を
耕
起
 

前
全
面
に
撒
布
し
、
鋤
き
込
み
を
行
っ
て
 

後
五
日
、
七
日
の
間
に
濯
水
す
る
。
 

ハ
、
硫
安
廿
全
層
施
肥
と
す
る
に
は
、
反
 

当
六
貫
内
外
を
鋤
き
込
み
直
ち
に
漕
水
す
 

る
植
代
掻
き
に
施
す
に
は
反
当
砂
地
三
ー
 

四
貫
・
粘
土
地
五
ー
六
貫
を
代
掻
き
前
、
 

水
を
少
く
し
て
撒
布
し
、
入
念
に
代
掻
き
 

を
行
い
、
水
に
溶
け
て
い
る
肥
料
分
を
土
 

壊
に
吸
収
さ
せ
る
た
め
ニ
ー
三
日
間
落
水
 

を
さ
し
ひ
か
え
る
。
水
の
通
路
に
な
っ
て
 

い
る
田
で
は
畦
側
の
一
部
に
水
路
を
作
り
 

濯
排
水
の
調
節
に
役
立
て
る
が
よ
い
。
 

ニ
、
人
糞
尿
・
反
当
二
四
〇
貫
内
外
を
鋤
 

き
込
み
又
は
荒
掻
き
前
に
撒
布
し
、
新
し
 

い
下
肥
で
は
三
ー
四
日
、
よ
く
腐
熟
し
た
 

も
の
で
は
撤
布
当
日
に
濯
水
す
る
。
 

ホ
、
尿
素
廿
反
当
三
貫
内
外
を
鋤
き
込
み
 

と
し
、
四
ー
六
日
の
間
に
濯
水
す
る
。
 

へ
、
電
化
配
合
（
単
配
肥
料
）
、
甘
反
当
二
 

袋
（
一
二
貫
）
を
鋤
き
込
み
五
ー
七
日
の
 

間
に
濯
水
す
る
。
二
袋
施
用
す
れ
ば
別
に
 

燐
酸
・
加
里
を
施
す
必
要
は
な
い
。
 

※
注
意
廿
以
上
各
肥
料
で
示
し
た
鋤
き
込
 

み
後
濯
水
迄
の
日
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
 

日
数
よ
り
早
く
て
も
遅
く
て
も
、
肥
料
成
 

分
が
流
亡
す
る
の
で
鋤
き
込
み
後
漕
水
迄
 

の
日
数
は
定
め
ら
れ
た
日
数
よ
り
三
日
以
 

上
経
過
し
な
い
様
に
注
意
す
る
こ
と
。
 

ト
、
燐
酸
の
流
亡
を
防
ぐ
た
め
、
水
に
溶
 

け
る
過
リ
y

サ
ン
の
使
用
を
さ
け
、
水
に
 

溶
け
な
い
溶
成
燐
肥
・
ト
1

マ
ス
燐
肥
を
 

施
用
す
る
。
リ
y

サ
ン
は
追
肥
と
し
て
は
 

効
果
が
少
い
の
で
全
量
を
元
肥
に
使
う
。
 

反
当
五
貫
（
過
り
y

サ
ン
溶
成
燐
肥
・
ト
 

1
マ
ス
燐
肥
）
内
外
を
基
準
と
す
る
。
 

チ
、
加
里
甘
砂
地
・
漏
水
田
で
は
反
当
一
 

貫
、
粘
土
地
で
は
二
貫
を
鋤
き
込
み
又
は
 

植
代
掻
き
に
施
用
す
る
。
 

※
注
意
I
り
y

サ
ン
と
加
里
は
、
い
か
な
 

る
田
で
も
努
め
て
施
用
す
る
こ
と
。
 

ニ
、
果
菜
類
の
手
入
 

◇
数
ワ
ラ
及
び
濯
水
h
n
作
物
が
生
育
す
る
 

た
め
に
吸
収
す
る
肥
料
分
は
、
水
に
と
け
 

て
い
る
も
の
で
水
と
二
緒
に
吸
収
す
る
。
 

土
壌
が
乾
燥
し
て
作
物
の
水
分
の
吸
収
が
 

少
く
な
る
と
、
肥
料
分
の
吸
収
も
少
く
な
 

る
。
果
楽
類
の
栽
培
時
期
は
一
般
に
土
壌
 

が
乾
燥
し
、
肥
料
成
分
の
吸
収
を
阻
害
す
 

る
の
で
敷
ワ
ラ
・
濯
水
の
必
要
が
あ
る
。
 

敷
ワ
ラ
は
厚
く
行
い
其
の
上
に
覆
土
す
る
 

濯
水
設
備
の
あ
る
処
で
は
夜
間
畦
溝
に
通
 

水
す
る
。
又
は
追
肥
を
兼
ね
て
う
す
い
水
 

肥
を
、
土
壌
の
乾
燥
す
る
時
期
を
見
て
施
 

す。 
◇
肥
料
且
ト
マ
ト
、
、
ナ
ス
、
胡
瓜
等
は
収
 

穫
の
都
度
硫
安
、
下
肥
等
を
、
う
す
い
水
 

肥
と
し
て
施
用
す
る
。
西
瓜
、
甘
瓜
等
は
 

鞍
の
周
囲
に
肥
料
を
撒
布
し
、
根
を
切
ら
 

な
い
様
中
耕
を
行
い
土
と
ょ
く
混
和
し
、
 

士
寄
を
し
て
鞍
を
段
々
大
き
く
す
る
。
次
 

に
配
合
例
を
示
す
と
 

例
一
、
腐
熟
堆
肥
五
〇
貫
、
硫
安
三
貫、 

過
リ
ン
サ
ン
二
貫
、
硫
酸
加
里
一
貫
 

例
二
、
腐
熟
堆
肥
五
〇
貫
、
鶏
糞
（
生
）
一
 

〇
貫
、
硫
安
二
貫
五
〇
〇
匁
、
過
リ
ン
サ
 

ン
ー
貫
三
〇
〇
匁
、
硫
酸
加
里
八
〇
〇
匁
 

（
鶏
糞
は
堆
肥
と
混
積
し
て
よ
く
腐
ら
し
 

て
お
く
）
 

◇
葉
剤
撤
布
‘
ト
マ
ト
、
胡
瓜
其
の
他
果
 

菜
類
の
病
害
に
対
し
て
は
次
に
よ
り
薬
剤
 

撒
布
を
行
う
。
雨
露
に
よ
っ
て
病
菌
が
作
 

物
の
体
内
に
侵
入
す
る
の
で
、
降
雨
前
に
 

水
一
斗
に
ク
ポ
イ
ド
又
は
王
銅
を
一
二
匁
 

と
か
し
て
、
展
着
剤
を
加
え
、
葉
裏
に
も
 

充
分
に
薬
が
つ
く
様
入
念
に
撒
布
す
る
。
 

病
気
が
発
生
し
て
か
ら
の
薬
剤
撒
布
は
効
 

果
が
少
な
い
の
で
、
発
生
前
よ
り
予
防
的
 

に
撒
布
す
る
が
よ
い
。
 

（
長
尾
智
代
喜
）
 

経
営
の
合
理
化
と
肥
料
木
草
に
つ
い
て
 

方
城
の
山
々
を
眺
め
て
先
ず
感
ず
る
事
は
 

原
野
と
不
良
林
相
（
竹
林
湾
木
）
の
多
い
 

事
で
あ
る
。
 

最
近
は
非
常
に
理
解
を
頂
い
て
、
人
工
造
 

林
地
の
面
積
が
急
増
し
つ
、
あ
る
こ
と
は
 

先
ず
幸
い
で
あ
り
、
方
城
の
方
々
の
退
し
 

い
愛
林
意
慾
が
伺
え
て
嬉
し
い
次
第
で
す
 

然
し
乍
ら
林
業
の
特
異
性
と
い
、
ま
す
か
 

そ
の
本
質
か
ら
し
て
之
を
よ
り
高
度
に
利
 

用
し
て
土
地
の
生
産
性
を
高
め
、
合
理
的
 

に
経
営
し
て
行
く
に
は
只
無
条
件
に
山
に
 

木
を
植
る
だ
け
で
は
到
底
望
め
る
も
の
で
 

は
な
い
。
原
野
や
殆
ど
利
用
価
値
の
な
い
 

v響
鱗
G
き
「
「
1
 

不
良
林
廃
悪
地
等
は
、
新
し
い
技
術
を
導
 

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
立
派
な
 

経
済
林
と
な
す
事
が
出
来
る
。
そ
こ
で
先
 

づ
第
一
に
之
が
為
、
肥
料
木
草
を
植
栽
し
 

て
土
地
を
、
よ
り
有
効
に
活
用
し
て
経
営
 

合
理
化
の
一
助
と
し
た
い
。
 

肥
料
木
と
は
紫
雲
英
や
大
豆
等
と
同
じ
様
 

に
、
．
根
癌
菌
の
作
用
で
室
気
中
の
遊
離
窒
 

素
を
固
定
し
て
地
カ
の
増
進
及
び
栽
培
植
 

物
の
生
育
促
進
の
機
能
を
も
つ
林
木
の
事
 

を
謂
う
が
、
種
類
も
多
く
、
そ
の
用
途
や
 

林
況
等
に
よ
っ
て
夫
々
適
地
適
木
を
選
定
 

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

本
年
、
方
城
に
も
数
力
所
特
用
樹
種
の
試
 

験
林
を
設
定
し
、
そ
の
中
に
は
既
に
数
種
 

類
の
肥
料
木
も
供
試
さ
れ
て
い
る
が
、
之
 

が
成
育
状
況
や
効
果
如
何
は
今
後
の
方
城
 

村
林
野
を
活
か
す
重
要
な
役
割
を
な
す
も
 

の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
其
の
結
果
が
大
い
 

に
期
待
さ
れ
る
。
 

肥
料
林
木
は
樹
種
に
よ
っ
て
夫
れ
夫
れ
特
 

性
と
差
異
は
あ
る
が
全
般
的
に
云
っ
て
、
 

や
せ
地
で
も
よ
く
生
育
し
、
 
一
般
樹
に
比
 

し
生
長
が
早
く
、
 
一
度
植
え
て
お
け
ば
、
 

次
か
ら
は
伐
採
株
か
ら
新
し
い
芽
が
出
て
 

来
る
の
で
植
替
る
必
要
が
無
い
。
倫
地
力
 

を
増
進
す
る
の
で
他
の
林
木
と
の
混
植
に
 

依
っ
て
、
其
の
林
木
の
成
育
を
も
助
長
促
 

進
す
る
し
、
樹
種
に
よ
っ
て
は
葉
が
飼
肥
 

料
と
も
な
る
。
 

此
の
様
に
多
く
の
長
所
を
有
す
る
の
で
、
 

こ
れ
が
普
及
強
化
を
図
て
、
充
分
実
用
に
 

供
す
る
為
、
県
で
も
鋭
意
之
等
の
樹
種
養
 

成
に
当
っ
て
い
る
。
大
い
に
一
般
の
方
々
 

の
認
識
を
深
め
て
頂
き
度
い
、
次
号
に
具
 

体
的
各
論
を
述
る
（
筆
者
は
田
川
地
区
林
 

業
技
術
普
及
員
中
富
司
技
師
）
 

繊
嶋
護
熱
」
鵬
戴
議
警
書
 

和
布
刈
煩
を
先
だ
て
覇
宣
の
現
は
る
、
 

和
布
刈
煩
に
次
ぎ
次
ぎ
礁
浮
き
あ
が
る
 

茎
立
や
観
世
晋
寺
を
た
も
と
ほ
り
 

摘
草
に
観
世
音
寺
の
鐘
が
は
や
 

梅
の
宮
大
み
た
ら
し
の
杓
遊
び
 

譜
請
場
の
邪
魔
に
な
り
つ
、
梅
盛
り
 

三
つ
灯
る
関
の
御
若
布
を
刈
れ
る
灯
か
 

戦
犯
の
ホ
句
に
鳴
咽
の
炭
を
つ
ぐ
 

漆
負
け
お
そ
れ
雛
に
近
よ
ら
ず
 

除
夜
の
鐘
つ
き
に
行
く
子
に
オ
1

バ
着
せ
 

百
姓
に
夜
は
早
き
も
の
虫
時
雨
 

め
つ
む
れ
ば
春
水
わ
れ
を
の
せ
て
去
る
 

も
の
み
な
の
凍
て
、
神
さ
び
和
布
刈
果
て
 

、選 

堀
川
 
炭
舟
 

梅
崎
 
魁
陽
 

石
橋
 
梅
園
 

白
石
 

芝
山
 

白
石
千
鶴
子
 

香
月
 
梅
邸
 

一晦 

生
き
甲
斐
を
こ
の
子
に
託
し
木
の
葉
髪
 

ま
た
も
来
る
裏
比
古
嵐
雪
つ
の
り
 

汗
飛
ば
し
火
花
を
と
ば
し
穿
孔
す
 

女
工
部
屋
火
鉢
ゆ
る
さ
れ
針
供
養
 

荷
崩
れ
の
大
根
を
拾
い
車
追
う
 

柚
衆
の
煮
凝
炉
辺
に
つ
、
き
合
い
 

籾
鍵
た
、
む
間
も
な
く
山
雨
急
 

雑
沓
を
見
ず
紅
梅
に
心
や
り
 

梅
タ
べ
観
世
昔
寺
と
き
し
か
ら
に
 

番
外
 

ほ
の
白
き
夜
桜
道
や
酒
買
い
に
 

舟
の
上
に
人
影
ほ
し
き
宵
ざ
く
ら
 

川
原
比
佐
於
 

安
武
 

白
茅
 

武
田
み
つ
る
 

三
宅
 
信
定
 

中
原
 

一
線
 

逢
坂
 

逝
童
 

白
石
天
留
翁
 

石
川
 
小
鈴
 

~ 


